
（別紙３）

～ 令和7年2月10日

（対象者数） 19 （回答者数） 11

～ 令和7年1月21日

（対象者数） 5 （回答者数）
5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

協調運動障害等により体を動かすことが苦手なこどもも

いて、運動に対し消極的な様子が窺える場面もあります

が、放課後等デイサービスならではの少人数の居場所と

して機能することで、こどもが苦手なことも含め自己表

現をしやすい環境づくりを進めていきます。

2

各空間がこどもにとって快適な場所になるように環境を

整えていきます。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

家庭や学校と連携をとりながら、可能な範囲ではありま

すが、必要な対応を行っていきます。

2

3

○事業所名 放課後等デイサービス なかま

○保護者評価実施期間
令和7年1月23日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
令和7年1月14日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年2月27日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

活動スペースは他の施設と同程度以上あります。さら

に、園庭やホールなどがあり、スポーツなど体を動かす

活動を行うことができます。園庭には遊具も設置してい

ます。

こどもが運動をするうえで色々な選択肢を持てるよう

に、スポーツに必要な物もを含め、道具等の充実を図っ

ています。それぞれが個別に好きな運動をすることもあ

りますが、集団で楽しさを共有できるような場面を意識

的につくるようにしています。

看護師を配置していない為、医療的ケアの必要な児童を

受け入れることが難しい状況があります。

施設にスペース的なゆとりがある為、クールダウンが必

要な場面や個別対応が必要な場面等で空間を分けて支援

することができます。

施設内4ヶ所にカメラを設置しており、支援者が複数の

活動空間の様子を視覚で確認できるようにすることで、

そのこどもの希望や状況にあった活動場所を提案するこ

とができます。また、カメラの設置は事故やトラブルの

防止につながると考えています。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

個々の障がいや疾病に配慮し、個別の対応を行えるよう

に努めていますが、看護師等の専門職を配置していない

為、現状として対応できる行為に限りがあります。

事業所における自己評価総括表公表


